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論文誌ジャーナル編集委員会

• 学会のフラグシップ論文誌の編集を担当
– 情報処理学会論文誌 （IPSJ Journal）
– Journal of Information Processing (JIP)

＊トランザクションの編集委員会は別

• 委員長：横田（東工大）

• 副委員長：串田（日本IBM）

• ４グループに分かれて論文の編集
– 基盤グループ

– ネットワークグループ

– 知能グループ

– 情報システムグループ
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編集委員会の思い

• 質の良い論文をより多く採録

– 研究分野を盛り上げたい

• 例えば

– 折角の研究内容なのだから、こう書いてあれば
採択されるのに

– このような査読報告書にしてくれれば、再投稿さ
れる論文がもっとよくなるのに
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編集委員会の取り組み

• べからず集の作成
– 著者用、査読者用、メタ査読者用

• 査読者用、メタ査読者用は既にWebで公開
• 著者用はLaTeXサンプルファイルのチェックリストとして

• 特集号の積極的な企画
• 推薦論文の制度の整備
• 編集委員の合宿
• A4縦型フォーマットへの移行
• JIP のインパクトファクタ取得に向けて

– JIP の季刊化

• 本セッションもその一環
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本パネルの目的

• 論文誌編集委員の立場から見た論文の書き
方や査読の仕方

– 各グループの主査に熱く語って頂く

• 論文必勝法に関する議論を深めたい

– フロアと一緒になって
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パネリストのご紹介 （敬称略）

• 基盤グループ主査

– 定兼 邦彦 （国立情報学研究所）

• ネットワークグループ

– 齋藤孝道 （明治大学）

• 知能グループ

– 佐藤 誠 （東芝）

• 情報システムグループ

– 笹嶋 宗彦 （大阪大学）
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各パネリストからメッセージ

• 定兼先生

– 必要最低限クリアして欲しい水準

• 斉藤先生

– 困った／良いメタ査読者・査読者

• 佐藤様

– 特許と論文審査

• 笹島先生

– 学際的論文を通すには
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フロアとともに

• パネリストに対する質問

• 学会は論文誌の書き方の指導をすべきか

• 編集委員会に期待すること
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